
いつもありがとうございます。 

W28 青果発注書をお送り致しました。 

御注文のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

 

・出荷残販売の御提案について (中澤和大) 

弊社営業事務より  

「出荷残販売」 のご提案をさせていただく場合がございますので、 

下記の通りご案内申し上げます。 

 

「出荷残販売」について 

アルファーでは、発注書の締切を毎週木曜日としており、 

翌金曜日には 

翌週の出荷予定数量と入荷予定数量の差異が確定いたします。 

 

この差異（＝入荷数量 － 御注文出荷数量）は 

入荷ロットの都合上発生するものです。 

この商品を入荷日翌日に出荷が完了できるよう御提案させていただきます。 

 

この電話での提案は、在庫販売ではなく、 

常に入荷直後の新鮮で良質な商品を御提供することを目的としております。 

 

この体制の構築は、従来のように 

週間発注後の追加をお受けできない場合が発生いたします。 

かといって、多めの御発注でキャンセルが多発しても、 

仕組み自体が瓦解してしまいます。 

 



従来通り、追加・キャンセルは可能な限りお受けいたしますが、 

何卒、御理解と御協力賜りますようお願い申し上げます。 

 

・今週、甘さが自慢の商品が多いです。(販促部:吉田紗知子) 

 

この本文を書いている今日。 

会社の近所で、２件同時に ビル解体＆リフォームのような工事が行われているらしく、 

朝から延々とドリルの音が響いています。 



一軒一軒はきっと 

規定の騒音(デシベル量？)を守っているとは思いますが、 

二件が重なる事で、威力が増加してると思います。 

 

昼過ぎの今、さすがに頭が痛くなってきたので、 

お土産と頂いて取っておいていた、お菓子で気分転換をしました。 

 

コンビニやスーパーでも、糖分の力を借りて、 

頭をスッキリさせる商品 

(チョコレートが多いですかね) をよく見かけます。 

 

摂取のし過ぎは体に毒ですが、糖分の力は偉大です。 

 

お菓子(特に市販)は、 

美味しくするための材料・添加物が含まれる事が多いですが、 

果物・野菜は、直球で糖分を得る事が出来ます。 

 

そして、糖分以外のビタミンや水分等を考えると、 

理想は 「果物を日常に」 だと感じます。 

 

そして今週新登場、甘い果物・野菜が目白押しです。 

有機のメロン、さくらんぼ、ゴールドバレル…は高級デザート部類。 

とうもろこし(益田さん・農業法人 One さん)は、大きさ＆甘みが自慢の商品。 

 

今年待望のアルファー初登場、 

農業法人 One さんの 「石川県産 とうもろこし・四万六千甘」は、 

フルーツ並みの甘さ！と PRパンフレットに記載されております。 



(アルファーで過去測定した際も 19度と、確かに高い数値でした) 

 

…と、新商品の画像を編集していると、頭が落ち着いてきた気がします。 

是非、ご検討ください。 

 

・夏の風物詩！石川県金沢市とうもろこし四万六千甘（しまんろくせんかん）！ 

（有安海） 

 

石川県金沢市では夏になると、 

軒先に 『四万六千日』 と書いてある 

張り紙に包まれたとうもろこしが 

吊るされるお家が増えます。 

 

『四万六千日』 とは、 



金沢市の観音町にある長谷山観音院で毎年行われている縁日で、 

毎年旧暦で 7月 9日、今でいうと 8月上旬に行われている、 

夏の風物詩になっています。 

 

なぜ、『四万六千日』 かというと、お米の一升を数えてみると、 

46,000粒だったことから、 

『一升』と『一生』をかけているという説があるそうです。 

また人間の最大限の寿命が 126年とされているようですが、 

1年の 365日でかけると…なんと約 126年になるということです。 

 

そこから、この日に参拝をすると、46,000日分の御利益があるとされていて、 

祈祷されたとうもろこしを吊るし、 

その御利益である魔よけや商売繁盛、子孫繁栄を願ったとされているそうです。 

 

今回紹介するとうもろこしは、 

その四万六千日のとうもろこしに採用されている農家さまのものになり、 

四万六千日にあやかり 『四万六千甘』 という独自ブランドを立ち上げ、 

生産・販売をされています。 

 

実はこのとうもろこしを栽培している農家さまは、 

あの、美味しいレンコン栽培を目指し、土づくりを徹底していたら、 

農薬も肥料も使わなくてもよくなった！といわれている One さまです。 

それだけで聞く人が聞けば、期待が高まってしまうはずです。 

 

アルファーにまだサンプルは届いていないので、 

食味に関しては確認ができておりませんが、 

糖度しては、一般的なものでだいたい 16～18度ほどですが、 



One さまの栽培するとうもろこしは、 

18～20度は当たり前で、高い個体であれば 21度を超えるものもあるそうです。 

 

取り扱い規格としては、 

２～３Ｌ（370～470g /本）、L（320～370g /本）と 

食べ応えのある規格を揃えており、 

輸送に関しては、産地直送を予定しておりますので、鮮度感は抜群になります！ 

 

鮮度感に関して、ほかにも面白い設備を揃えており、 

『眠らせる冷蔵庫』 として、早朝に収穫した四万六千甘を即時冷却し、 

その冷蔵庫内は、微弱な電流を流すことで、 

収穫後の発熱を抑え込むだけではなく、 

糖度の低下までも強制的に停止させることが出来るようになります。 

 

その特殊な 『眠らせる冷蔵庫』 に出荷直前まで冷やすこむことで、 

収穫時のピーク状態を可能な限り保ったまま、 

売り場に陳列させることが可能となりました！ 

 

鮮度感・ストーリ性が抜群な石川県金沢市から 

とうもろこし 『四万六千甘』 が新登場致します！ 

 

取扱期間は暑さなどに左右はされてしまいますが、 

8月上旬までと短い期間の販売となっておりますので、 

お早めに計画を立ててもらえると嬉しいです。 

 

 

 



・たくさん食べてほしい！ 宮崎県産 坂元親子の肉厚のにら   

(販促部：生島 麻亜子) 

子供の頃、夏バテにはビタミン B1 を摂取したら良いと聞き、 

それ以来夏の暑い時期には豚肉を食べる事を意識していたのですが、 

最近になって調べてみると、夏バテには 

・タンパク質 

・ビタミン B1 

・ビタミン C 

・クエン酸 

などを摂取するとよい、とされているようです。 

 

タンパク質 は卵やお肉などに多く含まれており、 

ビタミン B1は豚肉で摂取でき、ニラには ビタミン C が含まれているため、 



豚ニラ玉を食べて、クエン酸 は食後のデザートに柑橘類やキウイなどを摂取すれば、 

夏バテ対策にばっちりです！ 

 

そして、そんな時には 

弊社の 『坂元親子の肉厚のにら』 を是非使用して頂きたいと思っています！ 

 

商品名からわかるように、肉厚さが特徴のニラです。 

他の企業様で販売されているニラよりも肉厚なため、 

同じ 100ｇのパックでも袋に入っている本数が少ないのですが、 

肉厚なため迫力があります。 

 

また肉厚であっても硬いわけではなく、 

シャキシャキと歯ごたえのある“肉厚なニラ” をお楽しみ頂けます。 

 

過去 2回の測定結果では、硝酸隊窒素の数値が低く出ていました。 

硝酸隊窒素が少ないため雑味も少なく、ニラ本来の味を楽しめます。 

 

また以前、試食の際に加熱した時には、香りもよく、 

このニラで餃子やチヂミなどを作ると、 

食欲が増していっぱい食べちゃうんだろうな、と思ってしまいました。 

 

食欲が増すのが良いと思うか、悪いと思うかは人それぞれになりますが、 

オススメの商品になります。 



今からが相場が上がる時期ですが、 

相場が高い・低い関係なく売場に並べて頂いて、 

夏バテ対策として、たくさん食べて頂けたら嬉しいです。 

何卒宜しくお願い致します。 

 

・ニラ、やっぱりあがってきました。 (吉田麻衣)  

これは月初のｗ24 で発注書を廃止した時のニラの相場のグラフです。 



一番底価格だって説明をさせてもらいました。 

 

 

これは直近の６月２８日までを反映したグラフです。予想通りに上がってきました。 

そうなると今後は上がったり下がったりをしながらですが、 

基本的には上がっていくだけってことになります。 

 



 

このグラフは２０２３年から現在までの 

大阪と東京の各市場の１日ごとの産地毎の取扱量の推移です。 

大阪は、今年高知県産（青）が１日単位でみると 

昨年を上回っているタイミングがあるものの、 

５月からはかなりまばらに出荷されている状況です。 

代わりに大分県産（オレンジ）が昨年と比較して好調に推移しています。 



ただ高知県産の量をカバーできるほど入荷しているわけではないので、 

上げ幅が６月頭と比較してすごいことになっているみたいです。 

東京の方はというと、大阪と比較してみっちりしています。 

ただし、昨年と比較しても明確に取扱量のピークがだいぶ低く、 

線の密度も少し薄いです。 

複数産地でカバーはしているものの、 

こちらも６月頭と比較して、大阪よりえぐくないですがだいぶ上がってきています。 

           

その時の発注書の本文で、今はまだ増えても大丈夫だという話をお伝えさせて頂きました。 

 来週の７月１１日に、坂元さんへ訪問予定ですので、 

その時に改めて確認というか念を押してくる予定です。 

先週からクール便での出荷になっています。 

暑さへの出荷の対応はできています。 

ニラへの暑さが心配で、ここだけは毎週の取材で確認していきます。 

 

・今週の成分測定レポート (吉田紗知子) 

■兵庫県産 ナカバヤシさん キタアカリ ジャガイモ 

 

兵庫県・ナカバヤシさんが栽培される、 

じゃがいも(品種:キタアカリ)を測定しました。 

今年 1月 30日に測定を行っています。 

 

前回、ライマン価数値は 11 と控えめな数値でしたが、 

今回の個体は、手に取った時点で、ずっしりと重みを感じました。 



 

測定を行うと、ライマン価は 19～20 と、高い数値結果となりました。 

アルファーでの測定でも、あまりなかなか見られない数値の高さです。 

 

加熱した後の中身は、少し黄色が強めの白い身となっていました。 

 

■岐阜県産 加藤さん 清見とまと 

 

岐阜県・加藤さんの清見とまとを測定しました。 

前回は、昨年 2024/10/17 に測定を行っています。 

果肉が厚く、 

個体によっては横に広がった形をしています。 

 

【糖度】 6.8度➜5.1度 

前回や、同産地の過去測定数値と比べると、 

控えめな数字となっています。 

【リコペン】5,170ppm➜6,305ppm  

【β-カロテン】408ppm➜1,425ppm 

 

カロテノイド数値は、前回よりも高い数値となりました。 

検査液も、濃い黄色になっています。 

 

試食してみると、水分が多く瑞々しさが強いとまと となっていました。 

産地から持ち帰ってすぐである事がよくわかります。 



・今週の栽培履歴調査報告 

■長崎県産 特別栽培 なんぶ南瓜・えびす 

品目 カボチャ 

品種 えびす 

特別栽培農産物 

栽培責任者 大崎 義之 

住所 長崎県南島原市北有馬町戊 2465-1 

連絡先 0957-84-3393 

確認責任者 農事組合法人ながさき南部生産組合 中村 大介 

住所 長崎県南島原市北有馬町戊 2465-1 

連絡先 0957-84-3393 

 

節減対象農薬 5回 当地比 5割減 

化学肥料（窒素成分） 7.0kg 当地比 6割減 

 

■台帳 NO.3392 

生産者 大崎 義之 他 17名 

栽培面積 全 566a 

予想反収 1.2t/10a 

ネオニコ使用無し 

■肥料の実績は、永池さんの実績。 

農薬は川村さんの実績です。 



■今季の作柄 (6/26聞き取り) 

5月 26日の現地検討会のまとめをもらいました。 

例年と比べ、１～２週間遅れていましたが、今になってやっと出てきた。 

昨年は栗将軍が雨に打たれダメでしたが、 

今季は、えびすに切り替え、 生育良く、多くなり、倍近くなる予想。 

5玉までとの農家との約束ですが、4玉もあると聞いているとの事。 

（現地検討会資料より 作付面積 えびす 566a 栗将軍 108a 合計 674a） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

■ニュージーランド産 防カビ剤不使用レモン 

品目 レモン 

品種 メイヤー 

栽培概要 

生産者 クライブ ＆ アマンダ・ルイス 夫妻 

住所 ニュージーランド北島 ギズボーン 

 

節減対象農薬 5回 

化学肥料（窒素成分） 不明 

収穫後の防カビ剤（ＯＰＰ・ＴＢＺ・イマザリル）は使用しておりません。 

 

■台帳 3391 

(2016年調べ) ・・・問い合わせましたが、最終的に回答がありませんでした 

面積 500ha 

栽培本数 約 50000本 

予想収量 約 2000t 

収穫時期 6月～9月 

 



今年は、散布した圃場、していない圃場がありましたので、分けて表示します。 

（生産者多数の為、表示内容は一例です） 

■化学肥料（窒素成分）に関しては液肥だけで、 

土への資材はリストに入っていないので、不明です。 

 

 

 

・新登場 

          北海道産 特別栽培 金子さんのさくらんぼ・佐藤錦 

          石川県産        とうもろこし・四万六千甘 

          沖縄県産        パイナップル・ゴールドバレル 

          沖縄県産 特別栽培 粟野さんのハワイパイン 

           

・商品案内変更 

          新登場予定商品追加 

          鹿児島産        高橋さんの新じゃがいも・・・価格変更。値下げ。 

          長崎県産 特別栽培 なんぶ新じゃがいも・・・価格変更。値下げ。 

          兵庫県産        養父養生にんにく・金郷純白・・・価格変更。値上げ。 

          北海道産        太ごぼう・・・在庫僅少。 

          北海道産        和田さんの長いも・・・在庫僅少 



           

・終了 

         兵庫県産 特別栽培 伊吹さんの白玉ねぎ 

         熊本県産        木下さんの濃厚ミニトマト 

         長崎県産 特別栽培 なんぶミニトマト・アイコ 

           

・７月新登場予定 

         北海道産 有機栽培 坂本さんのメロン(赤肉)・・・ｗ28 より新登場予定 

         青森県産 特別栽培 フルーツ夢人参・山本さん・・・ｗ29 より新登場予定 

         中国産          産地トレース可能松茸・・・ｗ29 より新登場予定。 

現在取材中です。 

         北海道産 特別栽培 無限樹のミニトマト・キャロル 10・・・ｗ29 より新登場予定 

         北海道産 特別栽培 無限樹のノースランドメロン・・・ｗ30 より新登場予定 

         福井県産   吉村さんのとみつ栗南瓜・恋するマロン・・・ｗ30 より新登場予定 

         岐阜県産        加藤さんの清見とまと・・・ｗ30 より新登場予定 

 

 

それでは、今週も御注文のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

有限会社アルファー 

吉田清一郎 
 

 

 

 


